
（13）　市報ひがしまつしま 2018 年（平成 30 年）10 月 1 日号　　もっと知りたい！ひがしまつしま・縄文村だより

　国連が採択したＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成に向けた
取組を推進していくために、政府は優れた取り組みを提案した全国
29自治体を「ＳＤＧｓ未来都市」に選定。宮城県からは唯一、東松
島市が選ばれ、安

あ べ

倍晋
し ん ぞ う

三内閣総理大臣から渥
あ つ み

美巖
いわお

市長に選定証
が手渡されました。
　東松島市では、今後、各省庁の支援施策などを活用し、教育、エ
ネルギー、生涯現役、経済循環、市民協働を中心に「持続可能なま

ちづくり」を目指し、知名度アップにもつなげていく
考えです。
　ここでは、市の行財政界を牽引するトップ
ランナーの方々のインタビューを掲載。「ＳＤ
Ｇｓ」に対しての期待感や、持続可能なまち
づくりへの思いを語っていただきます。

　第１回目は、市行政のトップである渥美巖
市長に「ＳＤＧｓ」を語っていただきました。

■問　SDGｓ未来都市推進室
　　　☎内線1249

トップランナーがＳＤＧｓを語る！
持続可能なまちづくりへ

東松島市　渥
あ つ み

美巖
いわお

市長

Q市長が考える持続可能なまちとは。
A必要なことは多岐に渡りますが、人口をこのままの水準で維持する

ために、働く場の創出と働きやすい環境を作ること、子育てしやすい環境を整え、子ども
たちの学力向上にもつなげていくことなども必要です。また基幹産業の農漁業の発展、
高齢者が生涯現役で健康を保持できる体制作り、宮城オルレなどを活用した地域活性
化、防災対策などが持続可能なまちづくりには大切でしょう。

Q安倍晋三首相から直々に認定書を手渡され、ＳＤＧｓ未来都市に選定されましたが、ど
のように捉

とら

えていますか。
A東松島市は東日本大震災の被災３県の中から唯一選ばれた自治体です。安倍首相も地

方創生のモデルとして頑張ってほしいという期待感を持ってくれているのだと思います。
QＳＤＧｓ未来都市計画では、子ども、若者、高齢者の人材育成をテーマにしています。

それぞれの世代に対するメッセージをお願いします。
A子どもたちには、それぞれに抱いている夢に向かって努力を重ねてほしいです。若い世代

のみなさんには、とにかく地域を愛していただき、自分たちが次の世代、ふるさとを担
に な

って
いくんだという自覚と誇りを持ってほしいです。また高齢者のみなさんには、健康寿命の
延伸に努めていただき、いつまでも生涯現役で、地域のために培

つちか

ったスキルなどを発揮し
てほしいです。
QＳＤＧｓには計17のゴールが定められており、自治体では住み続けられるまちづくり
（11番）は重要ですが、それ以外に市長が重視するゴールを３つ教えてください。
Aまず働く場がしっかりとあること（８番）、子育て支援（３番）、農林水産業の発展（２番）は

欠かせないと思います。17のゴールすべてが行政に関係するので、すべてに力を入れ、
29自治体と比較してもすべて上位にランクインできるようにしたいですね。

インタビューの全文は、
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